
北
大
史
学

(北
大
史
学
会
)
第
一
一五

・
二
六
号

就
実
女
子
大
学
史
学
論
集

創
刊
号

精
華
町
の
寺
社
と
美
術

(京
都
府
精
華
町
)

横
浜
市
立
大
学
論
叢

第
三
七
巻
第
二
・
三
号

丹
波
国
大
山
荘
現
況
調
査
報
告
皿

(西
紀

・
丹
南
町
教
育
委
員
会
)

御
影
史
学
論
集

(御
影
史
学
研
究
会
)
第

一
一
号

高
円
史
学

(高
円
史
学
会
)
第
二
号

縞

集

後

記

の
お
ち
た
柿
の
木
の
て
っ
ぺ
ん
あ
た
り
、

実
が

ひ
と
つ
、
ふ
た
つ
。
今
年
も
冬
枯
れ
の
季
節
が
、

し
て
足
早
に
や
っ
て
き
た
。
奥
山
に
雪
が
降
る
と
、
小
鳥
た
ち
は
餌

を
も
と

め
て
村
里
に
お
り
て
き
ま
す
。
そ
の
小
鳥
た
ち
の
た
め
に
、

飢
え
と
寒
さ
に
耐
え
て
生
き
ぬ
い
て
い
く
小
鳥
た
ち
の
糧
と
し
て
、

あ
の
赤

い
柿
の
実
は
残
さ
れ
て
い
る
の
だ
、
と
聞
き
ま
す
。

◇
奈
良

大
学
総
合
移
転
お
よ
び
社
会
学
部
増
設
の
計
画
は
順
調
に
進

行
し

て
お
り
、
奈
良
市
山
陵
町
の
新
校
地

に
お
け
る
整
地
作
業
は
す

で
に
完

了
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
十
二
月

二
十
日
に
は
、
学
舎
建
設

の
起
工
式
が
行
な
わ
れ
、
昭
和
六
十

二
年
の
暮
れ
に
は
ほ
ぼ
完
工
す

◇
す
っ
か
り
冬
景
色
の
準
備
を
終
え
た

大
和
路
の
民
家
の
庭
先
や
藪
の
中
、
葉

色
づ
き
す
ぎ
た
ま

っ
赤
な

た
し
か
に
そ

る
予
定
と
の
こ
と
で
す
。
来
年
度
は
大
学

移
転

に
向
け
て
、
あ
ら
ゆ

る
年
間
行
事
予
定
が
大
き
く
変
更
さ
れ
る
こ
と
は
、
必
至

の
情
勢
で

す
。
史
学
会
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
も
、
ず
い
ぶ
ん
繰
り
あ
げ

て
消
化
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
方

へ
の
御

協
力
を
お
願

い
申
し
あ
げ
る
と
と
も
に
、
委
員

一
同
も
気
持
ち
を
引

き
し
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
覚
悟
し
て
お
り
ま
す
。

◇
第
四
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

「論
考
」
は
日
本
近
現
代
史
の

明
石
先
生
と
、
東
洋
近
代
史
の
菅
野
先
生

に
お
願

い
し
て
、
近
現
代

史
特
集
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
藤
枝
先
生
の

「
談
話
記
録
」
も

収
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
の
で
、
と
り
わ
け
特
集

の
感
が
強
ま
る
と
と
も
に
、
充
実
し
た
も

の
に
な
り
ま
し
た
。
守
山

先
生
の

「史
料
紹

介
」
は
第
三
号
の

続
き
で
す
が
、
今

号
で
完
結
し
ま
し

た
。
今
後
と
も
な

お

一
層
会
誌
の
充

実

に
努
め
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま

す
。

(鎌
田
)

奈

良

史

学

第
四
号

一
九
八
六
年
十
二
月
発
行

奈
良
市
宝
来
町
=
一三
〇

奈
良
大
学
文
学
部
内

発

行

者

奈

良

大

学

史

学

会

会
長

堀
内

一
徳

電
話

(O廿四二)四四-
一
二
五
一
(代
)

振
替

大
阪
九
ー
三

一
五
九
四
九
番

印

刷

所

(有

)
藝
林

美
術
出
版

社
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奈
良
大
学
史
学
会
会
則

第

一
条
(名
称
)

本
会
は
、
奈
良
大
学
史
学
会
と
称
す
る
。

第

二
条
(目
的
)

本
会
は
、
歴
史
学
の
研
究

・
教
育

の
発
展
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第

三
条
(事
業
)

本
会
は
、
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、

つ

ぎ

の
事
業
を
行
な
う
。

e

機
関
誌

『
奈
良
史
学
』
の
刊
行

口

研
究
会
お
よ
び
講
演
会
の
開
催

⇔

そ
の
他
本
会
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
諸

事
業

第
四
条
(事
務
局
)

本
会
の
事
務
局
は
、
奈
良
大
学
文
学
部
史
学

科
研
究
室
に
お
く
。

第
五
条
(会
員
)

本
会
の
会
員
は
、
奈
良
大
学
文
学
部
史
学
科
教

員

・
学
生
、
お
よ
び
入
会
希
望
者
を
も

っ
て
構
成
す
る
。

第

六
条
(会
費
)

本
会
の
会
員
は
、
下
記
の
会
費
を
納
入
す
る
。

会
費
の
変
更
は
、
総
会
に
お
い
て
決
定
す
る
。

教
員
会
員

年
額

二
、
0
0
0
円

学
生
会
員

年
額

一
、
0
0
0
円

そ

の

他

年
額

一
、
O
O
O
円

第
七
条
(役
員
)

本
会
に
下
記
の
役
員
を
お
く
。

会

長

【

名

副

会

長

一

名

監

事

二

名

委

員

若
干
名

第
八
条
(役
員
の
選
出
)

会
長
は
、
奈
良
大
学
文
学
部
史
学
科
主

任
教
授
が
こ
れ
に
あ
た
る
。

そ
の
他
の
役
員
は
会
長
が
委
嘱
す

る
。

第
九
条
(役
員
の
職
務
)

会
長
は
、
本
会
を
代
表
し
会
務
を
総
括

す
る
。

副
会
長
は
、
会
長
を
輔
佐
し
、
会
長
事
故
あ
る
と
き
は
こ

れ
に
代
る
。

監
事
は
、
会
計
監
査
を
担
当
す
る
。

委
員
は
、
運
営

・
会
計

・
庶
務
な
ど

の
会
務
を
分
担
す
る
。

第

一
〇
条
(役
員
の
任
期
)

役
員
の
任
期

は
、

一
年
と
す
る
。
但

し
重
任
を
妨
げ
な
い
。

第

一
一
条
(総
会
)

総
会
は
、
年

一
回
開
催
し
、
会
務
報
告
を
行

な
う
。

第

=

一条
(経
費
)

本
会
の
経
費
は
、
会
費

・
補
助
金
お
よ
び
そ

の
他
の
収
入
を
も

っ
て
こ
れ
に
あ

て
る
。

第

=
二
条
(会
計
年
度
)

本
会
の
会
計
年
度

は
、
毎
年
四
月

一
日

か
ら
始
ま
り
翌
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
と
す
る
。

第

一
四
条
(会
則
変
更
)

本
会
の
会
則
の
変
更
は
、
総
会
の
議
決

に
よ
る
。

附
記

こ
の
会
則
は
昭
和
五
十
八
年
四
月

一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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